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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 159.9 ha

平成 18 年度　～ 平成 22 年度 平成 18 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/月 平成１７年度 平成２２年度

人/月 平成１７年度 平成２２年度

％ 平成１７年度 平成２２年度7.0市道の狭隘道路に接した住宅の割合 ４ｍ未満の道路に接する住宅の割合 狭隘道路の拡幅改良整備を行い、緊急時・災害等に強い、安全な
生活環境の形成を図る。

10.9

810

緑道の通行者数 緑道の一月当りの通行者数 災害時等の避難通路のみならず、地区のうるおいと地域コミュニ
ティーの場としての整備を図る。

0 1,200

公園利用者数 下田公園の利用者数
地元住民が利用する公園をワークショップによる整備をすることに
より、地域コミュニティーの充実を図り、良好な居住環境を形成す

0

・羽川地区のまちづくりは、土地区画整理事業をふまえて検討されてきたが、実施には至らなかった。そのため、生活道路や公園等の都市基盤整理の立ち遅れが課題となっている。
・道路は、民間開発区域以外の生活道路の多くは狭隘であり、車のすれ違いが困難な道路である。このため、緊急車両通行時には不安があり、安心して生活できる環境整備を行う事が必要がある。
・公園は、スプロール的な民間開発により開発区域内に小規模な公園が整備されているのみであり、平地林の緑を保全し、身近な自然と触れあう場としていくことが望まれている。
・羽川地区は、小山市の北の玄関口であり、それにふさわしい景観整備や魅力化が、また、美しいまちなみ景観の形成に努めることが望まれている。

（小山市都市計画マスタープラン）
・平成16年度に策定された小山市都市計画マスタープランでは、羽川地区に関連するの整備方針として「地区計画制度を活用した総合的かつ計画的な生活環境の整備推進」、「国道４号沿道など、沿道型の商業・業務施設や軽工業
施設等の適正な立地誘導」「地域内のまとまった平地林の保全・育成」、「里山や沼など、身近にふれあえる貴重な自然の保全・育成」、「幹線道路や都市計画道路・生活道路の整備推進」等が位置づけられている。
　また、地域のまちづくりの整備目標として、「市街地の良好な居住環境の形成」、「地域生活の利便性を高める移動交通環境の向上」、「自然景観や歴史的資産の保全・活用と公共公益施設等の充実」等が掲げられている。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

都道府県名 栃木県 小山
おやま

市 羽川
はねかわ

地区

計画期間 交付期間 22

・目標１　旧日光街道や既設水路敷き等を利用し緑道整備等をすることにより、地域全体の回遊性の向上、また、散策等ができる環境形成を図る。
・目標２　地域住民が利用する公園・広場をワークショップによる整備をすることにより、市街地の良好で魅力的な住環境の形成及び地域コミュニティーの充実を図る。
・目標３　地区内にある狭隘道路の拡幅改良整備を行う事により、緊急時・災害時等に強い、安全な生活環境を形成する。

・羽川地区は、小山市の北の玄関口として、市の中心部のＪＲ小山駅より北方約５ｋｍに位置し、地区の中央を国道４号が南北に縦断しており、その利便性の高さ等を背景に、スプロール的に宅地化が進みつつある住宅用途を主とす
る新興市街地である。
・羽川地区は、国道４号と交差しながら旧日光街道が地区を南北に縦断しており、当時の新田宿としての面影を残すところもある。また、羽川小学校東側にある国道４号を横断できる歩道橋は、昭和５７年に建て替えられたものである
が、先代の石創りの歩道橋は「愛の橋」として慕われており、全国的にも早い年代に建てられた物であることからも、旧日光街道・国道４号が通行の軸であることが窺える。
・羽川地区は、昭和６０年代初めから継続的にまちづくりの地元勉強会活動が実施されており、平成６年には地区が魅力的で住みやすいまち、安全で快適なまちとなるよう、地元主体の研究会により「羽川パークロードネットワーク構
想」が作成されている。平成８年には、地元が中心となって「羽川地区まちづくり推進委員会」を組織し、「羽川パークロードネットワーク構想」の実現と地域のより総合的かつ計画的なまちづくりを推進するために、平成１３年度より地区
計画制度の導入に向けて調査・研究を行ってきた。
・平成１４年には、地区計画で定める内容の整理・確認をし、都市計画決定の手順を踏み、平成１７年６月に羽川中央地区地区計画が都市計画決定された。
・平成１７年４月に制定された「小山市地区まちづくり条例」に位置づけされている「まちづくり推進団体」として、同年６月に小山市の第一号として認定された。
・平成16年度に策定された小山市都市計画マスタープランでは、「地区計画制度を活用した総合的かつ計画的な生活環境の整備の検討」、また、「身近な歴史的資産の保全とまちづくりへの活用」や「豊かに広がる平地林等自然を体
験できる緑地空間の保全・育成」が地域の整備方針と位置づけられている。



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
○事業終了後の継続的なまちづくり活動

　小山市では、平成１７年４月に「小山市地区まちづくり条例」を制定し、地域住民が主体となって行うまちづくり活動を支援することとしている。また、既に当地域には「羽川地区まちづくり推進委員」が組織され、「小山市地区まちづくり
条例」に基づいた「小山市地区まちづくり推進団体」に平成１７年６月３日に認定されており、同委員会の活動を支援することにより住民による持続的なまちづくり活動につなげていく。

○街なみ形成の誘導を図るための方策について

　羽川地区の整備を進めるうえで、地区の固有自然資源を活用・改良することにより、当地区が目指す、当地区にふさわしい街並みづくりを行う。

○交付期間中の計画管理について

　交付期間中における各種の事業を円滑に進め、目標に向けて確実な効果をあげるために、月１回程度行われている「羽川まちづくり推進委員会」の会議に参加し、同委員会との意見交換及び調整を継続的に実施していく。

整備方法－３（安全な生活環境の形成する）
・地内の狭隘道路を歩行空間を確保するために拡幅し、道路の歩車共存を図る。
・災害時等のために避難箇所や避難通路になるための施設等を確保する。
・通行量の多い道路に歩道を整備する事業を推進する。

基幹事業
：下田公園整備事業、（仮称）羽川広場整備事業、市道1297号線改良整備事業、
市道1536号線整備事業、緑道整備事業、南緑道整備事業
提案事業
：羽川地区まちづくり推進事業調査、下田水路整備事業、下田用水整備事業
関連事業
：国道４号歩道拡幅事業、くらしのみち

方針に合致する主要な事業

整備方針－１（地域全体の回遊性の向上を図る）
・水路敷きを利用して、歩行者優先の道路を確保する。
・狭隘道路を拡幅し、歩行者等と自動車の動線の交錯を解消する。
・回遊性を向上するため、地域内に方向表示板を設置する。
・通行量の多い道路に歩道を整備する事業を推進し、歩行空間の確保を図る。

基幹事業
：緑道整備事業、南緑道整備事業、市道1297号線改良整備事業、
 市道1536号線整備事業、案内板設置事業
提案事業
：下田水路整備事業
関連事業
：国道４号歩道拡幅整備事業、くらしのみちづくり事業

整備方法－２（良好な住環境の形成及び地域コミュニティーの充実を図る）
・ワークショップによる公園・広場整備を行い、地区のうるおいとコミュニティーの充実を図る。
・地域コミュニティーの場として、狭隘道路の拡幅、改良を行う。

基幹事業
：下田公園整備事業、（仮称）羽川広場整備事業、市道1297号線改良整備事業、
 緑道整備事業、南緑道整備事業
提案事業
：水路整備事業、羽川地区まちづくり推進委員会活動事業
関連事業
：くらしのみちづくり事業



交付対象事業等一覧表

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費

道路 市 直 L=360ｍ　W=6.0ｍ Ｈ１８ Ｈ２２ Ｈ１８ Ｈ２２ 104.5 104.5 104.5 104.5

道路 市 直 L=335ｍ　W=6.0ｍ Ｈ１９ Ｈ２１ Ｈ１９ Ｈ２１ 28.4 28.4 28.4 28.4

公園 市 直 A=4,082㎡ Ｈ２１ Ｈ２１ Ｈ２１ Ｈ２１ 199.4 199.4 199.4 199.4

古都及び緑地保全事業

河川

下水道 －

駐車場有効利用システム －

地域生活基盤施設 市 直 － Ｈ１９ Ｈ２１ Ｈ１９ Ｈ２１ 37.2 37.2 37.2 37.2

高質空間形成施設 市 直 － Ｈ１８ Ｈ２２ Ｈ１８ Ｈ２２ 511.7 511.7 511.7 511.7

高次都市施設 －

既存建造物活用事業

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備促進事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 881.2 881.2 881.2 881.2 …A

提案事業
（参考）全体 交付期間内 交付対象

開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 事業費
市 直 L=145ｍ Ｈ１８ Ｈ１８ Ｈ１８ Ｈ１８ 27.0 27.0 27.0 27.0

市 直 L=107ｍ Ｈ２１ Ｈ２１ Ｈ２１ Ｈ２１ 41.0 41.0 41.0 41.0

市 直 L=210ｍ Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ 2.0 2.0 2.0 2.0

市 直 L=187ｍ Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ 10.0 10.0 10.0 10.0

市 直 L=70ｍ Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ Ｈ２２ 33.8 33.8 33.8 33.8

市 直 － Ｈ１８ Ｈ２０ Ｈ１８ Ｈ２０ 4.9 4.9 4.9 4.9

－
羽川地区まちづくり
推進委員会

間 － Ｈ１８ Ｈ２２ Ｈ１８ Ｈ２２ 0.70 0.70 0.70 0.70

－

合計 119.4 119.4 119.4 119.4 …B
合計(A+B) 1,000.6

（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
国 国土交通省 L=2,300ｍ ○ Ｈ１５ Ｈ２３

市 国土交通省 L=1,200ｍ ○ Ｈ１５ Ｈ２２ 517

合計 517

羽川水路第一分水整備事業 羽川地内

羽川地内

下田用水整備事業 羽川地内

一般国道４号歩道拡幅整備事業 小山市大字羽川地内

くらしのみち事業 小山市大字羽川地内

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

まちづくり活
動推進事業

羽川地区まちづくり推進委員会活動事業 －

－

事業活用調
査

羽川地区まちづくり推進事業調査 －

－

地域創造
支援事業

細項目 うち民負担分
水路整備事業 羽川地内

下田水路整備事業 羽川地内

水路改修事業

0.0

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

－

－

－

交付対象事業費 1,000.6

細項目 うち民負担分
事業

400.2 国費率

－

－

0.4

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

市道1297号線改良整備事業

事業箇所名 事業主体 直／間

交付限度額

下田公園整備事業

市道1536号線整備事業



都市再生整備計画の区域

　羽川
はねかわ

地区（栃木県小山
おやま

市） 面積 159.9 ha 区域 大字羽川、大字南半田、大字三拝川岸、大字喜沢の各一部

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。

羽川地区（１５９．９ｈａ）

ＪＲ宇都宮線・東北新幹線

国道４号

ＪＲ両毛線

国道４号



公園利用者数 （人/月） 0 （１７年度） → 810 （２２年度）

緑道の通行者数 （人/月） 0 （１７年度） → 1200 （２２年度）
市道の狭隘道路に接した宅地の割合 （　％　） 10.9 （１７年度） → 7.0 （２２年度）

羽川地区（栃木県小山市）　整備方針概要図

目標
  ・旧日光街道や既設水路敷き等を利用し散策路整備・緑道整備等をすることにより、地域全体の回遊性の向上、また、散策等できる環境形成を図る。

　・地域住民が利用する公園をワークショップによる整備をすることにより、市街地の良好で魅力的な住環境の形成及び地域コミュニティーの充実を図る。

　・地域内にある狭隘道路の拡幅改良整備を行う事により、緊急時・災害時等に強い、安全な生活環境の形成を図る。

代表的な

指標

■基幹事業 高質空間形成施設
緑道整備事業

■基幹事業 道路
市道1297号線改良整備事業

■基幹事業 地域生活基盤施設
（仮称）羽川広場整備事業

□提案事業 地域創造支援事業
下田水路整備事業

○関連事業
くらしのみちづくり事業

○関連事業
一般国道４号歩道拡幅整備事業■基幹事業 地域生活基盤施設

案内板設置事業

■基幹事業 公園
下田公園整備事業

□提案事業 地域創造支援事業
水路整備事業

■基幹事業 道路
市道1536号線整備事業

□提案事業 まちづくり活動推進事業
羽川地区まちづくり推進委員会活動事業

□提案事業 事業活用調査
羽川地区まちづくり推進事業調査

■基幹事業 高質空間形成施設
南緑道整備事業

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

□提案事業 地域創造支援事業
下田用水整備事業

□提案事業 地域創造支援事業
羽川水路第一分水整備事業

□提案事業 地域創造支援事業
水路整備事業


